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令和 5年度 子ども第三の居場所 事業報告書 

令和６年４月９日 

特定非営利活動法人兵庫ＳＰＯ支援センター 

１．事業計画 

（１） 目的 

  生き抜く力を育む「子ども第三の居場所」を開設・運営する。行政、ＮＰＯ、市民、企業

の方々と協力し、誰一人取り残さない地域子育てコミュニティをつくりことで、「みんなが、

みんなの子どもを育てる社会」を目指す。 

（２） 目標 

■開設事業を実施する場合、以下の目標をご記入ください 

・2023年10月31日までに「子ども第三の居場所」コミュニティモデルを開設する 

・運営開始までに関係各所（自治体・学校・SSWなど）へ事業の説明会を実施する 

 

■コミュニティモデルの運営事業を実施する場合、以下の文言を記入ください 

・2024年3月31日までにの一日平均利用児童数を15名にする 

・ボランティア等の地域住民や、行政、学校との関係構築、多世代交流機会の提供 

・子どもの「経験の不足」を解消するような定期的なイベントを事業期間内に6回実施する 

 

（３） 事業内容 

 子どもたちが安心して過ごせる環境で生き抜く力を育むことを目的として、以下の事業を実

施する。 

1．兵庫県洲本市における「子ども第三の居場所」コミュニティモデルの開設 

（1）物件現況：店舗（築100年、耐震補強等全面改修後3年） 

（2）取得形態：賃貸 

（3）工事内容：木工事、電気工事、空調設備工事、設備配管工事、弱電工事、サッシ入れ替え

工事、サイン工事、備品・家電購入、車両整備など 

（4）施設名称：YORISOI米田家  

（5）面積：総面積約267m2、99.16m2（図書室と多目的室）、91.23m2（学習室兼多目的室）、

43.30m2（事務所及び談話室）、19.66m2（相談室）、13.22m2（お風呂及びトイレ） 

（6）構造：木造瓦葺（主屋）、土蔵造瓦葺（蔵） 

（7）施設概要：食事・交流・学習スペース、図書室、絵画製作室、キッチン、お風呂、相談室

など 

（8）定員：子ども20名 

 

2．兵庫県洲本市における「子ども第三の居場所」コミュニティモデルの運営 

（1）期間：2023年10月1日～2024年3月31日（週3日、15時から19時まで開所） 

（2）場所：兵庫県洲本市 

（3）対象：20名 
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（4）内容：「子ども第三の居場所」をつくり、子どもとの1対1の関係を重視しながら、子ども

たちの生活習慣形成や学ぶ意欲向上を支援することで社会的相続を補完する。また農業体験

やサバイバル体験、地域のアーティストと協働した学習、県立洲本高校生及び大学生ボラン

ティアによる学習支援の実施などを実施する。 

 

２．事業実績 

 1．兵庫県洲本市における「子ども第三の居場所」コミュニティモデルの開設 

（1）物件現況：店舗（築100年、耐震補強等全面改修後3年） 

（2）取得形態：賃貸 

（3）工事内容：木工事、電気工事、空調設備工事、設備配管工事、弱電工事、サッシ入れ替え

工事、サイン工事などの改装を実施した。 

備品・家電を購入した。 

車両整備を行い、購入した。 

【購入車両】 

①日産セレナ 

②日産デイズ 

（4）施設名称：YORISOI米田家 

（5）面積：総面積約267m2、99.16m2（図書室と多目的室）、91.23m2（学習室兼多目的室）、

43.30m2（事務所及び談話室）、19.66m2（相談室）、13.22m2（お風呂及びトイレ）変更なし 

（6）構造：木造瓦葺（主屋）、土蔵造瓦葺（蔵） 

（7）施設概要：食事・交流・学習スペース、図書室、絵画製作室、キッチン、お風呂、相談 

（8）定員：子ども20名（現状２名来所登録） 

 

２．兵庫県洲本市における「子ども第三の居場所」コミュニティモデルの運営 

（1）期間：2024年2月15日～2024年3月31日（週3日、14時から19時まで開所） 

（2）場所：兵庫県洲本市 

（3）対象：20名 

（4）内容：「子ども第三の居場所」をつくり、子どもとの1対1の関係を重視しながら、子ども

たちの生活習慣形成や学ぶ意欲向上を支援することで社会的相続を補完する。また県立洲本

高校生及びボランティアによる学習支援を実施した。 

    

３.各種取り組みについて 

⑴  開所に向けて 

⑵  開所式 

⑶  受入れ開始（開所後） 

⑷  広報チラシ 

⑴  開所に向けて 

１．取り組み 

① 関係機関との関係づくり 
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② ニーズを持った家庭の掘り起こし 

③ 地域課題の共有と広報活動 

活動内容 

年月日 場所 
参 加 者 数

（スタッフ） 
活動内容 

4月～2月 

洲 本

市 教 育

員会 

 

（3） 
連携打ち合わせ（2カ月に1回程度） 

4月～2月 

洲 本

市 社 会

福 祉 協

議 会 福

祉会館 

 

1（1） 

洲本市社会福祉協議会事務局長と随時連携（3か月に1回

程度） 

8月10日・24

日 

洲 本

商 工 会

議 所 多

目 的 ホ

ール 

5（10） 

高校生・教育大学生が小学生の夏休みの宿題をサポート 

「夏休みの宿題をやっつけろ！」として、10日と24日の2

回実施。 

 サポート：兵庫教育大学生と県立洲本高校生 

 

9月10日、10

月7日、11月11

日、12月23日 

洲 本

商 工 会

議 所 多

目 的 ホ

ール 

１（4） 
学習支援 

勉強についていけていない子どものための学習支援 

同日 

洲 本

商 工 会

議 所 会

議室 

１（4） 
保護者交流会 

講師：笹倉千佳弘氏（滋賀短期大学教授） 

9月25日 

洲 本

市 役 所

会議室 

35（1） 
洲本市小中学校校長会にて「子どもの居場所」について

説明 

10月11日 

洲 本

市 青 少

年 セ ン

ター 

1（2） 
適応教室を運営している青少年センターにて、センター

長と面談、打ち合わせ。 

10月12日 
淡 路

県民局 
3(1) 県民局との連携・打ち合わせ 

10月17日 
淡 路

イ ン タ
40（1） 

島内の経済人等が集う「正風会」にて、「つづけること・

つながること 経済・社会・人 地域で子どもを守り育て
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ー ナ シ

ョ ナ ル

ホ テ ル 

ザ ・ サ

ン プ ラ

ザ 

るしくみづくり」のテーマで代表の李貫一が講演 

 

 
 

10月26日 
淡 路

県民局 
30（1） 

子ども支援に関わる人たちが集まった研修の会場で「子

どもの居場所」について説明 

11月18日 

洲 本

商 工 会

議 所 大

ホール 

14（6） 

セミナー「地域協働型子ども包括支援の実績報告 ～早

期から切れ目のない支援を目指して～」 

講師：李炯植氏（認定ＮＰＯ法人Learning for All代表

理事） 

 
 

1月20日 

コ モ

ー ド 商

店 街 レ

イ ン ボ

ー広場 

80（7） 

ジャズコンサート＆瓦割イベント 

子ども支援のアピールイベント 

 

1月21日 

洲 本

商 工 会

議 所 当

法 人 事

務所 

3(1) 今後の野外研修について打ち合わせ 
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2.建物の改修・改装 

「子ども図書館」となっていた蔵にはクーラーや空調設備がなく、コロナと重なり、子ども

が来れない状況になっていた。また、母屋の屋根の改修まで資金的な余裕がなく、所々雨漏り

している状況にあった。 

当法人はこの場所を「地域で地域を支える場所に」「地域で子どもを支えるしくみに」の目的

で日本財団の「子ども第三の居場所」助成を受けて、改修・改装した。 

  

 

キッチン             蔵のギャラリー      蔵の入口 

 

蔵の子ども図書館        蔵の子ども図書館         中庭 
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       正面玄関横           母屋 2階 学習支援ルーム 

 

3.車両整備 

連携野外施設「淡路島マンモス」での野外体験と日常的な業務・送迎を目的とした車両をバ

ンタイプと軽自動車の 2台を日本財団の支援を受けて運用を始めた。 

 

日産セレナ８人乗り 

 

日産デイズ 軽自動車 

 

⑵  開所式 

１． 当日の内容 

２． 出席者 
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３． 掲載記事 

 

１．当日の内容 

日 時 2024 年 2 月 15 日（木）13：30～16:00 

場 所 〒656-0025 兵庫県洲本市本町 7 丁目 2-25 「YORISOI 米田家」 

次 第 

〇代表挨拶 

特定非営利活動法人 兵庫 SPO 支援センター 代表理事 李 貫一 

〇所長挨拶 

子ども第三の居場所「みらいえ」所長 岸本 伸明 

〇 洲本市教育長 挨拶 

洲本市教育長 本條 滋人 様 

〇日本財団 挨拶 

日本財団 公益事業部 子どもサポートチーム チームリーダー 金子 知史 様 

 〇画家・増田 薫 様 挨拶（当施設のギャラリー部分の絵の提供者） 

 〇森長組、多田設計事務所への感謝状授与 

〇 来賓紹介 

〇金子みすゞ「みんなちがってみんないい」朗読 

元 MBS アナウンサー 水野 晶子 氏 

〇オカリナ演奏 

吟オカリナ 喜田和大 様 

〇 テープカット・記念撮影 

 

２．出席者（敬称略） 

洲本市教育委員会 教育長                   本條 滋人 

洲本市健康福祉部福祉課 課長                 植竹 英樹 

洲本商工会議所 副会頭                    坂本 昌文 

洲本市社会福祉協議会 事務局長                城田 知志 

淡路信用金庫 理事長                     石村 健 

一般財団法人淡路信用積善会 事務局長             奥田恵康 

洲本市小学校校長会 会長（都志小学校）            足立 武 

 画家                             増田 薫  

洲本本町 7 丁目商店街会長                   田中 伸男 

洲本本町 7 丁目町内会長                    千川 淳一 

株式会社森長組 代表取締役社長          森 宏文 

多田設計事務所 一級建築士        多田 英雄  
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日本財団 公益事業部 子どもサポートチーム チームリーダー  金子 知史 

日本財団 公益事業部 子どもサポートチーム          秋山 遼佳  

【その他】 

洲本市市会議員・当法人社員・蔵の子ども図書館寄付者・当団体評議員・当法人ボランティア 

洲本高校ボランティア・（当日運営スタッフ）スタッフ（当日運営スタッフ） 

 

３．掲載記事 

 

（神戸新聞 2 月 17 日）               （読売新聞 2 月 16 日） 

 

            （産経新聞 2 月 16 日） 

 

⑶  受入れ開始（開所後） 

１．地域見学会 

２．受入れ開始 

３．広報チラシ 
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１．地域見学会 

（目的）地域住民への理解促進と交流 

（内容） 

開催日時：2024 年 2 月 17 日（日）12 時～15 時 

場所：洲本子ども第三の居場所「みらいえ」 

入場者：約 30 名 

入場者の内容：地域住民 

スタッフ：洲本高校生が中心で受入れ 

  

  （当日看板）          （高校生スタッフ） 

 

２．受入れ開始 

（2024 年 3 月 31 日時点） 

見学者：3 組 

登録者：2 名（小学校 1 年生 1 名・小学校 3 年生１名） 

登録者初回利用日：3 月 14 日 2 名 

延べ利用数：6 名 

プログラム内容：学習スペースでの学年に合わせての学習支援 

        1 階和室スペースでのスタッフ及び洲本高校生との遊び 

   

（高校生が子どもたちへのメダル作成）     （高校生と遊ぶ） 
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 （スタッフと遊ぶ）                       （学習支援のなかで） 

 

⑷  広報チラシ 
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２ 事業総括 

（１） 背景 

淡路島洲本市のまちづくりに関わり７年となる。当法人が洲本市に誕生して６年、今回「子

ども第三の居場所」となったYORISOI米田家の第１回目の改修がなってより５年。 

少子高齢化、経済の失速等の理由もあり行政及び企業の役割は限定的となり縮小傾向にあ

る。一方、地域や社会の課題は複雑化・複層化していき、グレーな課題には誰も手が届かな

い状況となっていた。 

そのなかで、３年前、東京目黒区の船戸結愛ちゃんの事件に象徴されるようなことが各地

で起きている。児童相談所等の行政機関が絡んでいたにもかかわらず、大切な子どもの命を

救うことはできなかった。複層的な問題があり、子どもが守られていない。 

（２）経緯 

「地域が子どもを見守り支えるしくみを」「偶然の中で必然をつくる」を掲げ、蔵をクラウ

ドファンディングと寄付金で改修。「蔵の子ども図書館」を開設した。 

十分な資金が集まらず、空調設備のない中でコロナが発生し「開店休業」に、母屋では雨

漏りがする中、障がい者支援団体さんに1階をお借りいただいていた。 

初期の目標である「地域で地域を支えるしくみ」を創るために「子どもをまんなかにした

地域づくり」を目的に、これまでの地域でのネットワークを活かし洲本に「子ども第三の居

場所」を創ろうとしたこの1年、日本財団の「子ども第三の居場所事業」に手を挙げ、取り組

んできた。 

（３）事業の成果 

改修工事の追加や遅れもあり、当初の10月の開所が年を越えた2月になったが、2月15日、

50名ほどの関係者、支援者が集い開所式を盛大に開催できた。 

開所後1カ月半の期末時点で、2名の登録者と2名の予約者ができたことは幸いで、今、この

子たちを通じて、理想的なかたちへと歩みだしている。 

この1年は、「子ども第三の居場所」設置に向けた準備と教育委員会等との関係づくり、プ

レイベントやセミナーの開催等を行ってきた。 
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その過程を通じて、これまで築いてきた高校や行政等とのネットワークの有効性と子ども

を実際に受け入れていない時点での説得力、発信力の弱さにも気づいた。 

これからは実際に来てくれている、来てくれる子どもたちとの縁を大切にして、共に成長

していきたい。 

 


